
次 第

１ 開 会

２ 議 事

（１）首里城復興基金への寄附金の取り扱いについて

（２）首里城復興に係る新たな寄附金・基金の創設について

（３）正殿への県産木材の使用変更について

３ 閉 会

令和３年度 第３回 首里城復旧・復興推進本部会議

資料

日時：令和４年１月３１日（月）９:２0～９：５０
場所：6階第2特別会議室
進行：知事公室 特命推進課



【議題１】

首里城復興基金への寄附金の取り扱いについて
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(５)～中略～北殿及び南殿

等の復元に関する事業

首里城正殿の復元まで
（第１フェーズ）

正殿復元後
(第２フェーズ)

活用方針 第２より

基金は、一日も早い首里城火災からの復興を願う国外を含めた県内外からの寄附金によって積み立てられている
ことから、県民はもとより県内外の人びとの想いを尊重し、焼失した首里城の城郭内の施設等の復元に活用する。

沖縄県首里城復興基金活用方針 第１・第２より

【令和２年度 国と協議済】

(１)正殿の木材調達に関する事業

◎大径材(柱・梁・桁などの軸組に使用)の一部

→令和２年９月 国と覚書締結 令和３年４月事業開始

◎正殿の赤瓦調達に関する事業

→令和２年12月 国と覚書締結 令和３年４月事業開始

◎扁額などの室内装飾の復元に関する事業

○扁額→令和３年３月 国と協議同意 令和３年４月事業開始

【令和３年度 国と協議済】
◎正殿の木材調達に関する事業

○大径材を除く造作材(壁､天井､床などに使用)のうち県産材等

→令和３年７月 国協議 正殿復元工事に合わせ事業開始予定

◎大龍柱等の石彫刻、唐破風妻飾等の木彫刻及び龍頭棟飾等の焼物など、

屋外彫刻の復元に関する事業

→令和３年７月 国協議 正殿復元工事に合わせ事業開始予定

◎扁額などの室内装飾の復元に関する事業

○扁額以外→令和３年７月 国協議 正殿復元工事に合わせ事業開始予定

沖縄県首里城復興基金への寄附金の現状

沖縄県首里城復興基金への寄附金は、令和３年12月末時点で約54億83百万
円が寄せられており、令和３年度までに正殿の木材等に活用することが決定
している。



沖縄県首里城復興基金への寄附金の取り扱い（案）

1.首里城復元を目的とした「沖縄県首里城復興基金」への
寄附金は、国における令和４年度からの正殿工事着工に
伴い、一つの節目を迎えることから、令和４年３月31日
を以て受付を終了する。

2.当該期日までに受け付けた寄附金は、現行通り「沖縄県
首里城復興基金」に積み立て、引き続き「沖縄県首里城
復興基金の活用に関する方針」に基づき、北殿・南殿等
を含めた焼失した城郭内施設等の復元へ充当する。

※基金は廃止せず寄附金活用事業に充当するため存続
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【議題２】

首里城復興に係る新たな寄附金・基金の創設について

5



新たな寄附金・基金の必要性
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県では、首里城復興基本計画に基づき、首里城の復元はもと
より、首里城に象徴される琉球の歴史・文化の復興を図り、
首里城復元後も見据えて長期的に関連事業を推進していく方
針である。

首里城に対しては、現在も様々な主体が復興に係る活動に取
り組み、色々な要望等が県に寄せられている。特に「伝統技
術に係る人材育成」や「首里の歴史まちづくり」の長期的な
取組については、地域団体や企業など多くの皆様から強い要
望等があり、その推進のための寄付を希望する声もある。

このことから、県民等との連携・協働のもと首里城復興を推
進していくため、首里城復興基本計画に位置づける施策のう
ち、これらの声に活用できるよう、新たな寄附金と基金を創
設し、首里城に象徴される歴史・文化の継承に取り組んでい
く必要がある。



新たな基金の概要（案）
首里城復興に係る新たな基金を創設し、令和４年度から寄附金を募るため、

令和４年２月定例会において下記を盛り込んだ基金設置条例案を提案する。
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１．基金名称 沖縄県首里城歴史文化継承基金
（愛称：首里城未来基金）

２．設置目的
首里城に象徴される沖縄の固有の歴史及び文化の継承を目的
として、県が行う事業の費用の財源に充てるため

３．活用方法
⑴ 伝統的な建造物(これと一体として設置される物件を含む)
の建造又は修繕に関する専門的な知識又は技術を有する人材
の育成 ⇒伝統的な建築等の技術の人材育成による継承
※例：宮大工、彫刻等装飾品に係る彫刻師、彩色を施す絵師等の技術者育成

⑵ 歴史的又は文化的に重要な施設の整備その他歴史的風致
の維持及び向上 ⇒古都首里の歴史的空間創出による継承
※例：中城御殿等の整備、城壁等の修復、新首里杜構想に基づく歴史まちづくりの推進

※歴史的風致とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺
の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街地の環境」を指す



沖縄県首里城歴史文化継承基金条例（案）

（設置）
第１条 首里城に象徴される沖縄の固有の歴史及び文化の継承を目的として、県が行う事業の費用の財源に充てる
ため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第241条第１項の規定に基づき、沖縄県首里城歴史文化継承基金（以下
「基金」という。）を設置する。

（積立て）
第２条 基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定める額とする。

（管理）
第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければならない。
２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができる。

（運用益金の処理）
第４条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金に編入するものとする。

（繰替運用）
第５条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属する現
金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。

（処分）
第６条 基金は、次の各号のいずれかに該当する場合に限り、その全部又は一部を処分することができる。
⑴ 伝統的な建造物（これと一体として設置される物件を含む。）の建造又は修繕に関する専門的な知識又は技術
を有する人材の育成を県が行う事業の費用の財源に充てるとき。
⑵ 歴史的又は文化的に重要な施設の整備その他歴史的風致の維持及び向上を図るため県が行う事業の費用の
財源に充てるとき。

（規則への委任）
第７条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則
この条例は、公布の日から施行する。 8

※歴史的風致とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動と
その活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となっ
て形成してきた良好な市街地の環境」を指す
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首里城復興基本計画と活用事業との関連
地域団体等からの要望等を踏まえ、首里城復興基本計画の
下記施策推進に寄附金を活用することで、連携・協働して一体
的に首里城復興へ取り組む。
対象：〇基本施策５ 伝統技術の活用と継承（１）伝統的な建築技術の活用と継承

〇基本施策６ 「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進

沖縄県首里城
歴史文化継承基金

３．首里城公園のさらなる魅力の向上

４．文化財等の保全、復元、収集

５．伝統技術の活用と継承 （１）伝統的な建築技術の活用と継承

６．「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進

７．歴史の継承と資産としての活用

２．火災の原因究明及び防火設備・施設管理体制の強化

８．琉球文化のルネサンス

１．正殿等の早期復元と復元過程の公開

首里城復興基本計画の８つの基本施策

県内団体等からの若手
技術者育成の陳情等

首里城への思い（寄附金）

財源の一部として活用

県が実施する「首里城に象徴される歴史・文化
を継承するための人材育成と空間創出を図る事
業」の財源の一部として、基金を活用する。

県の長期的取組と
して実施

※美ら島財団(指定管理者)の首里城基金で主に対応

※沖縄県首里城復興基金で対応

首里地域団体からの
歴史まちづくり提言

継続寄附企業等
からの要望



首里城公園
①

②

③

対象範囲

（首里杜構想の範囲）
①第一層首里城公園／国営公園及び県営公園
②第二層首里杜地区／首里城を中核とした一帯
③第三層首里歴史的風土保全地区／首里杜地区を取りまく
２本の水系が骨格となった首里のまち一帯
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この基金で歴史的空間の創出に取り組む範囲は、首里城公園基本計画（S59）で
掲げた「首里杜構想」の対象範囲とする。

首里城公園
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今後のスケジュール等（案）

〇基金条例案を本年度の２月議会で提案。

（条例施行後）
〇令和４年４月１日から新たな寄附金の受付を開始する。
※首里城復興基金への寄附金受付は令和４年３月31日で終了

〇新たな基金を活用する事業は、首里城復旧・復興推進本部
会議にて決定する。



【議題３】

正殿への県産木材の使用変更について
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首里城正殿に用いる構造材(大径材)のうち、

小屋丸太梁材は、県産材のオキナワウラジロガシを全て

用いることとしていたが、象徴的な部位で必要最小限となる

御差床両端の２本と予備材１本の ３本の調達へ変更する。

なお、残りの小屋丸太梁４本は、国産ヒノキへと樹種変更

することとして、今後、国と協議する。
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正殿への県産木材の使用変更について

２階御差床と小屋丸太梁

小屋丸太梁

下層柱
(円柱)

上層柱
(八角柱)

小屋丸太梁

２階御差床

オキナワウラジロガシ(県産)

御差床

イヌマキ(九州産)
向拝柱

他は国産ヒノキ小屋丸太梁

【正面図】

【構造模式図】

うさすか

う さ すか



参考資料
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参考１：首里城復興基本計画（基本施策５）
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※
新たな基金では、基本施策５（１）「伝統的な
建築技術の活用と継承」を対象としており、
伝統工芸に関しては対象から外している。



参考２：首里城復興基本計画（基本施策６）
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参考３：沖縄県首里城復興基金条例（既存の基金）

（設置）
第１条 首里城火災（令和元年10月31日に国営沖縄記念公園首里城地区内にある正殿その他これに関連する施設
が滅失した火災をいう。）からの復興を目的とする費用の財源に充てるため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第
241条第１項の規定に基づき、沖縄県首里城復興基金（以下「基金」という。）を設置する。

（積立て）
第２条 基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定める額とする。

（管理）
第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければならない。
２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができる。

（運用益金の処理）
第４条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金に編入するものとする。

（繰替運用）
第５条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属する現
金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。

（処分）
第６条 基金は、第１条に規定する基金の設置の目的を達成するために必要な費用の財源に充てる場合に限り、そ
の全部又は一部を処分することができる。

（規則への委任）
第７条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則
この条例は、公布の日から施行する。
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参考４：沖縄県首里城復興基金の活用に関する方針

首里城火災（令和元年10月31日に国営沖縄記念公園首里城地区内にある正殿その他これに関連する施設が消滅し
た火災をいう。以下同じ。）からの復興を目的とする費用の財源に充てることを目的に設置した沖縄県首里城復興基金
（令和２年３月16日沖縄県条例第３号。以下「基金」という。）の有効活用を図るため、この方針を定める。

（基金活用の基本原則）
第１ 基金は、一日も早い首里城火災からの復興を願う国外を含めた県内外からの寄附金によって積み立てられている
ことから、県民はもとより県内外の人びとの想いを尊重し、基金条例第１条で定める目的（首里城火災からの復興）の範
囲内において活用する。
（基金の活用方法）
第２ 第１の基本原則に基づき、焼失した首里城の城郭内の施設等の復元に関し、主として次の事業のうち、国営公園
事業である首里城の復元に取り組む国と協議、調整が整った事業に充当する。
（１） 正殿の木材調達に関する事業
（２） 正殿の赤瓦調達に関する事業
（３） 大龍柱等の石彫刻、唐破風妻飾等の木彫刻及び龍頭棟飾等の焼物など、屋外彫刻の復元に関する事業
（４） 扁額などの室内装飾の復元に関する事業
（５） 第１号から第４号のほか、首里城正殿、北殿及び南殿等の復元に関する事業
２ 前項に掲げる事業の実施にあたっては、沖縄県内に蓄積、継承されている伝統技術を積極的に活用するものとする。
（予算措置）
第３ 基金を活用する事業の予算措置は、事業の所管課において行うものとする。
（基金の管理）
第４ 基金の管理は、土木建築部都市公園課において行うものとする。
（使途等の公表）
第５ 第２に掲げる事業を実施する課は、事業実施決定時及び事業完了後速やかに基金の使途等を公表するものとす
る。
２ 使途等の公表については、沖縄県ホームページにおいて行うとともに、プレスリリース及びＳＮＳ等の媒体を積極的
に活用するものとする。
（委任）
第６ この方針に定めるもののほか、基金の活用に関し必要な事項は、知事が別に定める。

附 則 この方針は、令和２年７月３０日から適用する。 18


